
「お兄ちゃん（松田兄弟の４歳上の
兄）だって同じ人間なんだ」という作
文の言葉が印象に残りました。 

「ヘラルボニー」という言葉が、松
田さんの兄が小学生の時自由帳に書
いた言葉だということに驚きました。 

大野高校出身という身近な方が
会社を持ってディズニーと一緒に仕
事をしているのも凄いと思いました。 

事業を国内だけではなく海外へも
広げているところがすごいと思った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自閉症のお兄さんがいたから、
「障がいのある方も普通に見てほし
い」という思いが、よく伝わってきた。 

テレビに出ている有名な人たちが
ヘラルボニーのネクタイや服を身に
付けているのを知り嬉しく思った。 

高校時代の卓球の対戦相手と、今
一緒に会社をやっているというところ
にびっくりしました。 

ヘラルボニーさんは会社の目標
設定や活動内容の意味が具体的で分
かりやすかったです。目標設定はすご
く大事だと思いました。 

人は、誰でも長所、短所があると
思うので、みんなで支え合うことが大
切だと思う。 

「売れる売れないではなく、今作
れる最高品質のものを作る」という言
葉に、自分も今の自分ができるすべ
てを出さないと駄目だと思いました。 

自分は公務員を目指しているの
で、まずは自分の住んでいる地域を
世界で一番助け合いができる町にし
て、どんどん世界中を助け合いがで
きる人であふれる世界にしたいです。 

これからも日々さまざまな人と出
会い、接していくと思いますが、その
時は相手に優しさが伝わるように接し
ていきたいと改めて思いました。 

自分が楽しいと思うことをどんどん
伸ばしていくことも大切だと思った。 

「同じ人間」という言葉の重みを感
じたし、「ヘラルボニー」の社名の由
来に凄く愛があるなと感じた。 

自分も買うことがあるのなら、しっ
かりと今回の話を思い出して商品を買
いたいと思います。 

多くの人と関わることで、自分だ
けでなく、相手も勇気や希望を持つこ
とができることを学んだ。 

今までの講話の中で一番心に残
り、今よりももっとアートや物を通じて
障がいのある方が活躍できれば良い
なと思いました。 

障がい者の方が描いた物はただの
落書きだと思われていたけれど、ヘラ
ルボニーというフィルターを通して、
作品だと思われていくのが分かった。 

現代は AI 化が進んでいるため、私
たちは AI に取られない、人間にしか
出来ない強みを探し出すことが必要
だと知りました。 

世の中でマイナスのイメージから
プラスにするための努力や苦労をと
ても感じた。 

今生きている人全員が生きやすい
社会になることを願っています。 

障がいがあることで、豊かな想像
力や色々な価値観が生まれ、アート
になるのかなと思いました。 

大野高校の先輩が本気になって行
動していて嬉しかったし、自分も力に
なりたいなと思った。 

大野は何もないのではなく、将来
の武器になると聞き、改めて大野は
良い地域なのだなあと感じた。 

作家さんが描いたアートはどれも
凄い作品ばかりだった。 

障がい者を異彩と捉え、アート作
家として昇華させたことに感動した。 

字と字をつなげて歌詞を書いた物
は素晴らしいアートだと思いました。 

何か失敗をしてしまったり、上手く
いかないことがあっても、前向きに捉
え方を変えることによって、失敗を武
器に変え、前向きに挑戦し続けたい。 

障がいは欠落などではなく、１つの
個性なんだと分かりました。また、そ
の個性を生かす場所を松田さん方が
作っていることも知りました。 

アポなしで山形県に行って交渉を
する行動力はとても凄いと思いまし
た。行動力がある人が、将来成功す
る可能性が高いと思いました。 

大野高校出身の方でこれほど大
きい規模で活躍している人がいること
を知らなかったので驚きました。 

いつ、どこで人生に大切な人と出
会ったり、どのような人生になるか分
からないなと感じたし、人との出会い
は偶然なんだなと思った。 

私は障がいのある方が描いた絵を
しっかり見たことがなかったが、今回
凄く素敵だと感じました。 

自分が何かを成し遂げる時、１人よ
り、２人、３人と人数が多いほど、自分
を励ましてくれたり、心の支えになる
ということが分かりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

今何気なく一緒にいる友達と将来
仕事をするかもしれないので、これか
らの出会いを大切にしていきたいと思
いました。 

失敗を恐れずに挑戦をしてみる大
切さを知ったような気がします。 

障がいがある人の個性や違いを理
解して行動できるようにしたいと思っ
たし、いつかアートなどを見つけてみ
たいと思った。 

一人一人が個性を表現できる場を
作り、その舞台にアートを出していっ
たところが素晴らしいと思った。 

会社をはさむと、障がいのある
方々のこれまでの働き方や年収が一
気に変わっていてとても驚きました。 
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発行責任者： 校長  北田 義徳 

大野高校通信 
令和４年度  第 ９ 号 １２月２３日発行 

★「異彩を、放て。」松田先輩は大野の誇り！（12/6 同窓会特別講演会） 

★生徒の感想★ 

【講師略歴】松田文登（ふみと）。（株）ヘラルボニー代表取締役副社長。岩手県金ケ崎町出身。双子の弟（崇弥）とと
もに２００７(H19)年大野高校入学。卓球部で東北大会出場など活躍。２０１０年大野高校卒業。同年４月東北学院大
学入学。大学卒業後、(株)タカヤで被災地の再建に従事後、弟とヘラルボニーを設立し、営業統括。２０１９年世界を
変える３０歳未満の３０人「Forbes 30 UNDER 30 JAPAN」受賞。２０２２年「第７５回岩手日報文化賞」受賞。 



私がこの修学旅行で最も印象に
残ったのは班別研修でした。普段感じ
ることのできない京都の生の空気、雰
囲気を存分に感じ、京都ならではの
美味しいものを食べたりできました。 

班別研修で、バスや電車に乗り遅
れたり、間違ったりすることなく乗り降
りできて良かった。京都の町の雰囲気
を知ることが出来たし、班の人との思
い出がたくさんできてよかった。 

班別研修では、予定より早く行動
してしまい、時間が余ってしまいまし
た。予定の時間と違っていても、自分
たちでバスを探して乗ることができた
ので、成長できたなと感じました。 

自主研修では、反対方向のバスに
乗ってしまうトラブルもありましたが、
なかなか見ることができない建物も観
ることができ、今回の自主研修で
色々な体験ができました。 

私たちは平等院、伏見稲荷大社、
映画村に研修に行きました。最も印
象に残ったのは平等院です。写真で
見るより重々しく、迫力がありました。 

班の皆と着物を着て京都市内をま
われたのが嬉しかったです。一日１５食
限定のパフェを食べることもできまし
た！道に迷ったり、着物で歩くのが大
変でしたがとても楽しめました！ 

初めての場所で少し不安があった
が、事前に詳しく調べていたので最後
まで楽しむことができた。アクシデン
トもあったが、それはそれでとてもい
い経験になった。 
 

私たちの班は、食べ歩きをテーマに
班別研修をしました。久しぶりに電車や
バスに乗ったので、いろいろと不安にな
ることもありましたが、楽しくまわること
ができました。 

初めての場所を三人で行動して、と
ても心に残る班別研修でした。目的地に
着くたび色々な気持ちになり、京都の町
のすごさを感じました。楽しみながら時
間を守ることができて良かったです。 

私たちの班は、着物を着て京都を回
りました。計画通りには行けなくて他の
場所に行って楽しかったし、とても充実
した一日を過ごすことができました。 

修学旅行で最も印象に残ったこと
は、班別研修です。私の班は着物を着
ました。着物は考えていた以上にきつ
く、研修後半では、班員全員がぐったり
としていました。 

巷で噂のトルコアイス屋に行って参
りました。トルコアイス屋に勝つために
生まれてきた僕でしたが、店主の圧倒
的な強さを前に惨敗しました。アイスは
とてもおいしかったです。 

大阪城公園で、織田信長をはじめ
とする戦国武将の歴史だったり、景色
を見ました。少し高くて怖かったけ
ど、大阪城でしか見られない物だと思
ったら全然平気でした。 

私は初めて関東・関西方面に行きま
した。特に東京駅は人と路線がいっぱ
いでそこで疲れました。ＵＳＪにもその
くらいの人がいて慣れてはきたけどや
っぱり疲れました。 

私は修学旅行の中でＵＳＪが最も印
象に残りました。ボールを投げて大き
なボトルを倒すというゲームで大きな
ボトルを壊してしまいました。しかし、周
りからすごい、などと拍手をもらえたの
でとても気持ちよかったです。 

ＵＳＪでは、全部のおみやげ屋さん
を回ったり、お揃いのカチューシャやポ
ーチを買ったり、美味しいご飯を食べ
たり、普段と違った環境で楽しい思い
出ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/20（金）英検③一次・漢字検定③ 
1/26（木）岩手県立高校推薦入試 
1/27（金）3 年後期末考査（～1/31） 
1/27（金）２年共通テスト早期対策模試（～1/28） 
2/9（木）１・2 年後期末考査（～2/14） 
2/10（金）3 年登校日 
2/16（木）学校評議員会② 
2/21（火）３学年 PTA・PTA 役員会② 
2/28（火）卒業式予行・同窓会入会式 
※ 諸般の事情により、急遽、中止または日程・内容の 

変更を行うことがありますので、ご了承ください。 

1２/2３（金） 終業式・SC 来校日・給食なし 
12/25（日） 3 年進学課外（～12/28） 
12/29（木） 学校閉庁日（～1/3） 
1/4（水）3 年進学課外（～1/8） 
    １・2 年冬季課外（～1/6） 
1/11（水）始業式・学校安全の日・休み明けテスト 
    服装検査・給食なし 
1/13（金）自動車学校通学許可証交付式② 
    ２年進研記述模試（～1/14） 
1/14（土）１年進研記述模試・大学入学共通テスト（～1/15） 
1/18（水）久慈地区高総文祭（～1/19） 

★１２月下旬～２月の主な予定 

★日本の広さと歴史を感じた３年ぶりの修学旅行完全実施（11/26～３０） 
３年ぶりとなる修学旅行が関西方面へ４泊５日の日程で予定どおり行われました。天候に恵まれ、コロナの影響もなく、２

年生はクラスメートと一生の思い出をたくさん作って来ました。帰って来ると大野は雪模様で日本の広さも体感しました。 

★参加生徒の感想★ 

11/26（土）金閣寺 

11/27（日）京都市内班別研修 
 

11/28（月）清水寺・奈良公園
（東大寺）・薬師寺 

11/29（火）ＵＳＪ 

11/30（水）大阪城公園 


